
旧市立図書館の解体!?
もう一度、立ち止まり考えよう
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お申込みはこちらから→
 当日のご参加も歓迎します

1  建築景観の価値
　　県立図書館と一体設計された”焼き締め煉瓦タイル”の建築景観

2  地域の文化遺産
　　公園の風景景観に溶け込み、地域に親しまれてきた文化遺産

3  持続可能な社会への対応
　　SDG 'sの理念を活かして既存建築物を大事に使う時代への責任
 kowaa

解体計画のある旧明石市立図書館
この建物を本当に失っても良いのか？　もう一度
立ち止まり活用の可能性を一緒に考えませんか？

　 日  時   5月24日(日)
 






















13:30ー16:30

　 会  場   アスピア明石８階 
 



















市民活動センター
　　　　　　 (明石駅前南東)

　ゲスト  竹山清明氏
　　半世紀前に県立と市立の図書館を基本設計し、
　　県立の耐震工事を高く評価している。

　　　＊資料代 300円

 (建築家)

残すという選択が残すという選択が

未来の風景をつくる！未来の風景をつくる！

残すという選択が
未来の風景をつくる！　主催　　旧図書館の活用をめざす会

　連絡先　E-mail: toshokan.katsuyou2026@gmail.com 

電話: 078-913-1241 FAX: 078-914-8039
 　市民まちづくり研究所 

なぜ、解体ではなく活用か？
３つの理由なぜ、解体ではなく活用か？
３つの理由
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なぜ、解体ではなく活用か？ ３つの理由
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